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日本協同教育学会第 11 回大会

新たな10年に向けて、
協同教育の潮流をより広く、より深く

　日本協同教育学会の第11回大会
を、2014年10月24日(金)～26日(日)
に、創価大学（東京都・八王子市）で
開催いたします。くわしくは大会ＨＰを
ご覧ください。
　http://www.jasce.jp/conf1101.php

発表申し込み受付中！！
受付期間：5月1日～6月30日
発表形式：
　・研究実践発表（25分）　

　・ラウンドテーブル（90分）
　・ワークショップ（90分・120分・180分）
　発表のお申し込みはこちらから
http://www.jasce.jp/php/conf11happ
yo_form.php

注目の学会企画が多数！！
◇ 大会記念シンポジウム
　「PISAの動向と協同学習」
講師　大野彰子（国立教育政策研
　究所）
演題　「PISAの動向～PISA2015
　協同問題解決能力とは～」
指定討論者　杉江修治（中京大学）
司会　高旗浩志（岡山大学）
　大野先生からPISA型学力として
も注目される協同問題解決能力（協
同［協働］する力）についてお話いた
だきます。次に「協同学習の側からの
補足コメントを指定討論という形で当
会理事の杉江先生にお願いする予
定です。その後、司会の裁量でフロ
アを交えた質疑を試みます。

◇ 小講演
（1）「深い学びとアクティブラーニング」
　　溝上 慎一 （京都大学）
（2）「アドラー心理学と協同学習」
　　古庄 高 （神戸常磐大学）

◇ 大会企画ラウンドテーブル
（1）「特別支援教育と協同学習」
　　高野久美子（創価大学）
　　涌井恵（国立特別支援教育総
　　　合研究所）
（2）「子どもが育つ『クラス会議』」
　　森重裕二（公立小学校）
　　但馬淑夫（公立小学校）
　　　

◇ 大会企画ワークショップ・セミナー
　（定員 各40名）
TWS1：英語を用いた授業での協同

学習
TWS2：看護教育における協同学習
TWS3：アクティブラーニングの工夫
TWS4：教師のためのアサーショントレ

ーニング
TWS5：高校の先生のための協同学

習入門
TSM1：投稿論文の書き方講座

大会参加の申し込みは６月１日から
　6月1日より学会ＨＰ上で申し込みフ
ォームを公開します。大会企画ワーク
ショップ・セミナー【定員各40名】への
申し込みも申し込みフォームからお願
いします。みなさまの積極的なご参加
をお待ちしています。

学会ホームページhttp://jasce.jp

【事務局から】　このたび長年の懸案でし
た会員情報のデータベース化とそれに伴う
会員登録の更新を行いました。その作業
で会費納入情報も整理･更新され、先般、
郵便にて皆様に過去の履歴をご照会する
形になりました。皆様のご協力により、事
務局の登録漏れや誤記載などが正され、

より正確な会員データベースとすることが
できました。まことにありがとうございました。
このような背景の説明がないまま、会費納
入のお願いが不躾に届き、不審に思われ
た方もいらっしゃるかと思います。どうかご
寛恕ください。
　このデータベース化に伴い、ご所属、ご

住所などの変更の届出がホームページか
らできるようになりました。その他、会員情
報に関する問い合わせにも今まで以上に
迅速に対応できるようになっております。こ
れからも皆様の利便性向上のために努力
してまいりますので、どうかよろしくお願い
申し上げます。

JASCE

日本協同教育学会 会員向けニューズレター

大会テーマ
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協同教育研究推進プロジェクト
　私（関田）が研究代表者をしている
私立大学戦略的研究基盤形成支援
事業『協同教育研究推進プロジェク
ト』の一環として、下記の勉強会が開
催されます。
　【テーマ】ピア・ラーニング～学びあ
いの教育心理学理論と実践～　日
時：6月12日（木）15:00～17:30　会
場：創価大学　話題提供者：中谷
素之（名古屋大学）　コメンテーター：
伊藤崇達（京都教育大学）　概要：
今日の学校教育や大学での学習にお
いて、学びあいや協働は欠かせない
テーマです。ただし、その重要性の一

方で、教育現場では学びあいそのも
のへの関心は高くても、その背後にあ
る教育心理学理論への関心や理解
は十分でない場合も少なくないように
思われます。昨年出版した『ピア・ラー
ニング　学びあいの心理学』（中谷・
伊藤編著　金子書房）に基づき、学
びあいにかかわる最近の教育心理学
の諸理論を概観し、その意義と課題
について論じます。
　よりよい学びあいについて考える機
会になれば幸いです。お申し込みはこ
ちら
http://pace.soka.ac.jp/299/　

（関田一彦）

授業力向上フォーラム
　高校の先生方を対象にした授業力
向上フォーラムが今年も名古屋で開
催されます。
　【テーマ】学習意欲を高め学力向上
につなげる授業改革～時代が求める
学力を育む～　日時：8月24日（土）
12:30～18:00 会場：河合塾千種校
デルファイホール
　私（水野）は「アクティブラーニングを
促進する学習指導の原理」を担当しま
す。お申し込みはこちら。
http://www.sanno.ac.jp/exam/t
eachers/forum_nagoya.html 

（水野正朗）

●学会ワークショップ　今後の予定
◇アドバンス： 
　8月1日（金）～2日（土）
　創価大学（八王子市）　受付中
◇ベーシック： 
　8月30日（土）～31日（日）
　南山大学（名古屋市）キャンセル待ち
◇アドバンス：
　11月15日（土）～16日（日）
　南山大学（名古屋市）　受付中
●各地の研究会・勉強会
（福岡・九州方面）
授業づくり研究会
◇５月研究会（5月17日）報告
報告１　松永有紀子（久留米大学大
学院）　題目：「協同学習を基盤と
した対話中心授業による批判的思
考の育成」

報告２　牧野典子（中部大学・久留
米大学大学院）　題目：「協同学習
を用いた急性期看護学の授業に
ついて」

技法紹介　須藤文（久留米大学）
　「自己紹介すごろく」
　会場は久留米大学御井学舎　学
生会館３階。今回も大盛況でした。
◇2014年度の日程
　入試の関係で一部変更され、5/17
（土）、7/19（土）、9/20（土）、11/1（土）、
12/13（土）となりました。時間は13:00
～17:00ですが、7/19（土）は「第2回
協同教育フェスタ」とし、10:00～16:30
の予定です。ご連絡は安永悟まで。
（yasunaga_satoru@kurume-u.ac.jp）

（名古屋・東海地域）
名古屋・協同の学びをつくる研究会
◇４月例会（４月２２日）報告
テーマ：「高校の数学における学び合
いの一考察～視覚的情報を活用し
て～
報告者：大参智和（名古屋石田学園
　星城高等学校）
　会場は名古屋大学教育学部。数

学の授業改善への真摯な取り組みの
報告でした。議論を通して、中等教
育で数学をどう教えるか、その学びの
あり方を今後どう変えていくかを考える
上での重要な視点が幾つも浮かび上
がってきました。
◇次回は６月９日（月）に開催
テーマ：「小学校６年　社会科・総合
的な学習『我々の誇りを未来に伝え
る』～子どもに問いが生まれる授業
とは？～」
報告者：宮下裕紀（東海市立加木屋
　小学校）
　ご連絡は水野正朗まで。

（mizunokita@yahoo.co.jp）

会員による実践研究会・勉強会の紹介

各地でワークショップや研究会が精力的に行われています。学会ＨＰでご確認ください。
また、会員による実践研究会等の開催がありましたら広報委員会（koho@jasce.jp）まで情報をお寄せください。




